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最近では医学生のうちから研究室に出入りして、場合によっては学会参加や発表を行う人も多く

なってきました。

それでも全員がその機会を得るわけではありません。多くは研修医になってからでしょうか。

私は研修中の症例を発表した記憶があります。

当院では若いうちから積極的に学会活動に参加してもらう方針です。まずは国立病院機構で開催し

ている学会が手頃でしょうか、いえ、全国から人が集まるのでちょっとした規模ではあります。

そこでのデビューが多いのですが、その後にメジャーな学会の地方会や総会に演題を提出する人も

出てきます。

先日、日本救急医学会総会が東京で開催され、本当に久しぶりにリアル学会となりましたが、そこ

で2年目研修医の先生が堂々と発表してくれました。総会での発表の機会はなかなかないですよ。

よく頑張りました。

医師は科学者であることを忘れてはなりません。

今後もリサーチマインドを持って専攻医になって

ください。

産婦人科はやりがいありそうですよね。

ほんとはカメラ禁止だったんですけどね。なので低いカメラアングルでこっそり。


